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わ が 国の 「大気 中発 が ん 物資の リス ク ア セ ス メ ン トガ イ ドライ ン 」 の 策 定の 試

み に つ い て 　 　 　 　 　
一 3 年 間 をふ りか え っ て 一

横山　榮二 　 （国立公 衆衛生院　顧問）

1 ． は じめ に

　平成 8 年 か ら有害大気汚染物質 の うち 、
い き値 の 無い 発 がん 物 質につ い て は

リス ク の 概 念か ら生涯 リス ク レ ベ ル を推 定 し、環境基準 の 設 定作業 が進 め られ

た 。 そ こ で は 主 に 米国 EPA の 手法 が取 り入 れ られ た が 、 時 に はWHO の 方 式

も採 用 され 、 わ が国の 環境行政 と して 、 は っ き りと した
一

貫性 が 無 か っ た の が

実状 で あ り 、 現在もそ の 様 な状態 が続 い て い る 。 時を同 じ くして 当学会 に新た

に 「リス ク 分析分科会」 が発足 し 、 発起人 が 中心 とな っ て 何 とかわが国にあ っ

た リス ク ア セ ス メ ン トの ガイ ドライ ン の 策定 を試 み よ うとの 目的で 、 毎月 1 回

程 度 の 勉 強会 を開催 し 、 昨年ま で の 活動 は 昨年 の 本学会分科会 で 報告 した。 そ

の 後 も活 動 を続 けて きた が 、 その 成果 の 一
つ が前演題 の 「デ ィ

ー ゼ ル 車排出粒

子 に よる肺癌 リス ク試算j で あるが 、 残念 なが ら来 だま とま っ た 方 向 は 出 しえ

て い な い
。 今 回 は これ ま で の 討 論 を振 り返 り、 今後 の 方 針 を分科会会員 の 皆様

と共 に 検討 した い
。

2 ． こ れ ま で の 討議事項お よび報告者

＊ 昨年 ま で の 討議事項 は項 目の み を列挙す る 。

（1）動物実験成績 を どの 様 に取 り扱 うか （1997 年 8 月 12 日）

（2）リス クア セ ス メ ン トにお けるい き値 につ い て （1997年 10 月 6 日）

（3）変異原性試験 につ い て　 （1997年 11 月 28 日）

　 OECD 合 同会議 出席報告 （同上 ）

（4）EPA の リス クア セ ス メ ン トガイ ドライ ン ：過去 と未来 （1997年 12月 16 日

　 動物か ら人へ の 外挿につ い て　 （同上）

（5）非発 がん リス クの い き値 一動物実験 の結果 を基に した NOAEL と BD の 推 定

　　（1998年 1 月 28 日）

（6）石 綿曝露に対す る リス クア セ ス メ ン ト （特 に低濃度一般 環境の リス ク ア セ ス

　　メ ン ト） （1998 年 5 月 29 日）

　 子 供 の 環 境 リス ク の 評価 に 関す る動 き　 （同上 ）

（7）疫学調査 にお ける低濃度曝露 へ の 外挿モ デル につ い て （1998年 7 月 10 日）

＊ そ の 後 の 討 議 事 項 お よび報告者

（8）放射線 の リス ク管理 にお け る考 え方 （小 林　定喜 （放 医研））
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（1998年 9 月 8 日）

＋ 放射線被爆の 管理 にお ける リス ク概念の 導入 か ら、 考 え方の 推移に つ い

　て 、 有害大気汚染物質対策 との 相違点を中心 に討議 した

（9）デ ィ
ー ゼル 車排 出粒子に よる ヒ ト肺癌 リス クの 試算にっ い て

　　 岩井和 郎 、 秋 山　薫 （東京 都環 境科学研 究所 ）、 薪 田裕 史

　　 　　1998 年 10 月 23 日、 1998 年 12月 15 目

　　＋ こ れ ま で の 議論 を踏ま え 、 比 較的班存 の デー
タが あるデ ィ

ー ゼ ル 排 出粒

　　　子の と肺癌 リス ク の 試算 を曝露評価 、 疫学的評価 を元 に 試 算 を始 め た 。

（10）生体負荷ア プ ロ
ー チに つ い て （和久井容子 ，

ツ ム ラ研究所） （1999 年 2 月

　　9 日）

　　＋ WHO の ダイ オ キ シ ン 類の TDI 再評価の 際に用 い られ た 生 体負荷 量か

　　　ら TDI を決定す る考 え方 につ い て、 講演 をお願 い しそ の 是非 につ い て

　　 討議 した
。

（11）デ ィ
ー ゼル 車排出粒 子に よ る ヒ ト肺癌 リス クの 試算につ い て （岩 井和郎）

　　 が ん の 疫 学 （祖父 江友孝 、 国立 ガ ン セ ン タ
ー

） （1999 年 4 月 27 日）

　　＋ こ れ ま で の 討論 か ら、 上記試 算 を行 い 、併せ て がん の 疫学につ い て 講演

　　　をお願 い し、 妥 当性 につ い て議論 した 。 その 結果 、 修正 を行 い
、 本 日前

　 　 演題 で 発 衰 した 。

こ の 3 年間 の 活 動 を振 り返 っ てみ ると 、 決 して 十分 とは言 えない まで も、 多 く

の 項 目につ い て 議 論 を重ね勉 強 を した 。 しか し、米国 EPA の 新 しい ガイ ドラ

イ ン の 提 案があ っ て か ら 3 年経過 したが未 だ に最終報告が され ない よ うに 、 な

かなか ま とめ るこ とは 困難 で あ っ た。 本 日はそ の
一

つ の 例をお示 し したが 、 今

後 更 に議論 を重 ね、 皆様 の ご意 見を聞 ける よ うな形で ご報告が 出来 る こ と を願

っ てい る。
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